
3. 戦時下の広尾　1939～1945
　戦争は東京女学館の学校生活の様々な
面に影響を及ぼしました。
　まず、白いセーラー服が着用できなくな
り、軍事教練と勤労動員にも駆り出される
ことが多くなりました。１９４５年５月、つい
に戦火は女学館を直撃。空襲で雨天体操
場が焼失し、講堂に焼夷弾が直撃しました。
　特筆すべきは、戦時中にあっても、敵性
外国語として排斥された英語の授業が、途
切れることなく続けられたことです。

　校章と校旗は、太平洋戦争中に作られま
した。校章は、戦争の拡大とともに白いセー
ラー服が着用できなくなり、他校の生徒と区
別するために必要となったものです。校旗が
初めて使用されたのは、明治神宮外苑競技
場で行われた出陣学徒壮行会に参加した時
でした。校章図案については展示室に詳しい
説明があります。

校章、校旗の制定
　1993（平成 5）年 3 月 8 日、本校講堂に
おいて還暦を迎えた 15 名の卒業式が挙行さ
れました。卒業生は、太平洋戦争末期の混乱
のために修了証書を授与されなかった方々で
す。代表の方から要請を受けて学校側が取り
計らい、本校卒業式のリハーサルの日を利用
して、後輩たちの見守る中、48年ぶりの卒業式
が実現したのです。

48年ぶりの卒業式

　奉安殿とは、戦前の日本において学校に下
賜された天皇・皇后の写真である「御真影」
と教育勅語等を納めた建物です。東京女学館
の場合、御真影は講堂に設置されていたよう
で、奉安殿といった独立した建物はなかった
ことが、当時在校していた卒業生の証言によ
ってわかりました。奉安殿のなかった学校は
珍しかったようです。

奉安殿について
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罹災した校舎と講堂

シンガポール陥落を祝って生徒が
黒板に書く（昭和 17年３月）

白い制服が国防服に変わった 勤労動員　田中航空計器製作所にて大森工女の人たちと一緒に
（昭和 19年 12月）

戦時下の 「品性」

学校・教育関係

校舎関係
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敵性語の授業が縮小されても、世

界を知るために英語教育は役に立つ

とされていました。
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